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北大阪急行線延伸について

１ 進捗状況について

（１）鉄軌道設計等 （参考資料１）

①市施工区間（開削区間、高架区間）

・令和3年度は、施工に必要な詳細設計やインフラ外部（軌道・建築・設備・電気）

等の設計を実施中

・インフラ外部等の設計は令和4年度も引き続き実施予定

・道路復旧等の設計は令和3年度完了予定

②北大阪急行電鉄施工区間（シールドトンネル区間）

・令和3年度は、インフラ外部等の設計を実施中

・インフラ外部等の設計は令和4年度も引き続き実施予定

（２）工事進捗状況、用地の権利設定関連

①市施工区間（開削区間、高架区間）

＜工事＞（参考資料１）

・令和3年度は、平成28年度から引き続き、開削区間及び高架区間の構造物をつく

る工事を実施し、高架区間の一部工事を除き令和3年度に完成予定

・開削区間では、構造物をつくる工事の進捗に合わせて、令和3年10月からインフ

ラ外部（軌道）の工事等を実施中。高架区間のインフラ外部の工事は、令和4年

度から実施予定

・箕面萱野駅、箕面船場阪大前駅の駅舎本体については、令和3年度に完成予定。

箕面萱野駅上屋については、令和4年度に工事を実施予定

・道路等の復旧工事等については、令和4年度から令和6年度まで実施予定

②北大阪急行電鉄施工区間（シールドトンネル区間）

＜工事＞（参考資料１）

・令和3年度は、平成29年度から引き続き、シールドトンネル区間の構造物をつく

る工事を実施中

・シールドマシンによるトンネル本体工事は、箕面船場阪大前駅部から換気所ま

での区間は令和2年度に完成済

・換気所から千里中央駅までの区間は、令和3年7月からシールドマシンによる工

事を実施中。同区間では、土留め壁の撤去工事を実施中

・インフラ外部等の工事は一部実施中であり、構造物をつくる工事の進捗に合わ

せて令和4年度も引き続き実施予定

【案件１】
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＜用地の権利設定＞

・権利設定が必要な5物件（約2,650㎡）のうち、4物件（約2,300㎡）は契約済

・1物件（約350㎡）については、収用手続きの結果、令和3年12月7日付けで大阪

府収用委員会による裁決、令和4年3月7日に権利取得予定

（３）車両について

・令和3年度は、車両の調達業務委託協定を北大阪急行電鉄と5月に締結し、

車両（9000形・10両3編成）の調達を開始

・所有者の変更については、令和3年度に条件合意の予定

（４）事業費について （参考資料２）

①令和2年度に、資材労務単価上昇や設計深度化による構造変更などに伴う224億

円の増額（増額後の総事業費874億円）を実施

②外部有識者による厳正かつ客観的な評価を通じた設計積算等の質の向上と説明

責任の確保を図るため、5月に「事業費の点検及び評価に関する要綱」を制定

③評価専門委員（第三者による点検・評価）により、次の案件にかかる点検・評

価を実施し、違算等は是正し妥当性を評価。協定金額内であることを確認のう

え設計変更を実施

・令和 2年度出来高検査

・令和 3年度設計変更等

市施工区間（大阪メトロへ委託業務分）

条件変更通知 2件、変更協議書 1件

設計変更 2回（開削区間 1回、高架区間 1回）

北大阪急行電鉄施工区間

補助金変更交付申請 6回

２ 国家要望について
国土交通大臣への要望 （参考資料３）

・日 時：令和3年12月16日

・要 望 先：国土交通大臣

・要望内容：北大阪急行線延伸事業の財源確保

社会資本整備総合交付金等の充実

・要 望 者：北大阪急行線延伸会議

箕面市 上島市長

箕面市議会 川上議長

箕面商工会議所 稲垣副会頭

北急電鉄(株) 岩元常務取締役
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３ 市民等への情報提供等について
（１）説明会（令和3年12月末時点）

①市全域を対象とした説明会の開催

・計6回（令和3年7月）、参加人数計55名

・過年度からの累計52回、参加人数累計717名

②出張説明会の開催

・計4回（令和3年7月、10月）、参加人数計118名

・過年度からの累計106回、参加人数累計3,057名

（豊中市域での説明会を含む）

③都市計画説明会、都市計画事業認可及び工事説明会の開催

・計10回（平成27年度～28年度）、参加人数計560名

（箕面市域6回、305名）（豊中市域4回、255名）

※平成19年度以降の説明会総合計

・累計168回、参加人数累計4,334名

（２）広報紙、情報紙、ホームページ等

①北大阪急行線延伸に向けた取り組み等についての広報紙「きたきた通信」第23号

（令和3年6月号）を発行（参考資料４）

②市ホームページにて情報掲載（随時）、工事進捗状況を掲載（毎月）

③現地に工事進捗をお知らせする看板や、国道171号などの広域幹線道路に工事実施

をお知らせする横断幕を設置

４ 経済波及効果の時点修正について(参考資料５）

・鉄道延伸工事による経済波及効果は2,324億円、建設投資額874億円の約2.7倍。

開業後は、商業施設などの売上の増加など年効果額は614億円と試算

・令和3年地価調査（国土交通省）では、大阪圏（大阪、京都、兵庫など8府県）の商

業地における対前年上昇率1位が「箕面市船場東3丁目（+7.8％）」と公表

区 分 H26 試算 R3.12 試算

①初期効果 地価上昇 445.4 億円 903.2 億円

工事に伴う経済波及効果 1,727 億円 2,324 億円

②開業後、

年効果額

商業施設売上・交通利便

性向上等

578 億円 614 億円
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５ 関連事業について

（１）箕面萱野駅前の交通関連施設の整備 （参考資料１）

①交通広場（バス乗り場、タクシー乗降場）

・基本設計を平成28年度に実施

・令和2年度に事業手法を見直し、市施工で整備することを決定

・令和2年度末から詳細設計を実施

・令和4年度以降に工事を実施予定

②駐輪場（地下・新御堂筋高架下）

・基本設計を平成28年度に実施

・令和2年度に事業手法を見直し、市施工で整備することを決定

・令和2年度末から詳細設計を実施

・令和4年度以降に工事を実施予定

③都市計画道路（萱野東西線、芝如意谷線）

・都市計画道路萱野東西線（東部地区 約470ｍ）

用地取得状況 100％、工事進捗状況 約70％

平成28年4月に一部供用済み（千里2号線～箕面今宮線 約190ｍ）

・都市計画道路萱野東西線（西部地区 約340ｍ）

用地取得状況 100％、工事進捗状況 約70％

・都市計画道路芝如意谷線（萱野東西線以南地区 約500ｍ）

用地取得状況 100％、工事進捗状況 約70％

（２）箕面船場阪大前駅前の交通関連施設の整備 （参考資料１）

①箕面船場駐車場（地下）

・ＰＦＩ手法で整備・運営することを決定

・平成29年度にＰＦＩ事業者を決定

・平成30年度に基本設計、詳細設計を実施

・令和元年度から工事を実施し、令和3年4月に竣工

・令和3年5月より供用開始

②箕面船場第一駐輪場（デッキ下）

・ＰＦＩ手法で整備・運営することを決定

・令和元年度にＰＦＩ事業者を決定し、その後、詳細設計を実施

・令和2年度から工事を実施し、令和3年4月に竣工

・令和3年5月より供用開始

③箕面船場第二駐輪場（駅舎）

・市施工で整備し、ＰＦＩ事業者で運営することを決定

・令和元年度にＰＦＩ事業者を決定

・令和3年度から市施工で工事を実施し、令和5年度に竣工予定
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④地下の駅改札口と地上をつなぐエントランス

・平成29年度に詳細設計の委託事業者を決定

・平成30年度に詳細設計を実施

・令和3年度から工事を実施し、令和5年度に竣工予定

⑤船場の東西をつなぐ歩行者デッキ

・平成28～29年度に詳細設計を実施

・平成30年度に工事事業者を決定

・令和元年度から工事を実施

・令和4年度に竣工予定


